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概要四国八十八ヶ所霊場二十三番札所薬王寺の古文書調査を学生たちと実施しているが、その成果をもとに、 「厄除けの寺」の側面を蜂須賀家の祈願・祈祷・厄除を中心に考察する。キーワード日和佐薬王寺
　
四国八十八ヶ所霊場
　
祈願・祈祷・厄除
　
蜂須賀家
　「県南づくりキャンパス事業」
　　　
はじめに
　
四国八十八ヶ所霊場、 四国遍路については様々な研究がなされているが、
四国遍路という信仰形態、すなわち宗教史や仏像・仏画など所蔵優品の検討、すなわち美術史といった分野からの研究が多くを占め、
（
1）
個々の遍路寺
院の歴史的、美術史的研究はあまりなされてこなかったといっても過言ではない。
（
2）
　
近年、世界遺産認定を目指す動きの中で 四国各県の教育委員会を中心
に各寺院ごとの悉皆調査がおこなわれるようになった。
（
3）
大変喜ばしいこと
ではあるが、ある特定の研究者しか調査ができないという環境は必ずしも良いことではないと考える。　
著者は、ここ数年、薬王寺今川泰伸ご住職のご理解とご許可を得て、四
国八十八ヶ所霊場二十三番札所薬王寺の調査を本学学生・卒業生たちとと
もにおこなわせていただいている。本稿は、その成果の一部である。　
本稿では、薬王寺の「厄除けの寺」としての側面に注目し、さらにあま
り語られてこなかった徳島藩主蜂須賀家との関係について紹介することを主たる目的としたい。薬王寺は、四国八十八ヶ所霊場二十三番札所であるとともに、 「厄除けの寺」とし 知られ、また県下人気初詣スポットでもあり、多くの参拝者で賑わっている。
（
4）
薬王寺の「厄除けの寺」としての歴
史や特質を明らかにすることは、薬王寺を理解するためには重要なテーマと考えている。　　　
一
　
本学学生による薬王寺の文化財調査
　
平成二十四年度から、徳島県・美波町・四国大学・徳島大学・徳島文理
大学などが構成メンバーとなっている 「地域がキャンパス」 推進協議会 （平
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成二十七年度から「県南づくりキャンパス事業」となり、県内大学に県外大学が加えられ、対象地域も県南全域に及んだ）が中心となって、徳島県海部郡美波町で進められている「 「地域がキャンパス」推進事業」の一環として、四国大学文学部日本文学科・書道文化学科の二・三年生が履修できる「日中比較文化史演習（芸術） 」受講生（平成二十七年度から「日本文化史演習」で日本 学科三 生が履修）が、薬王寺を中心に美波町日和佐地区の文化財調査を行ってい
る。（
5）
また、平成二十六年度からは文科省
C
O
C事業「地（知）の拠点」の一環として、 「寺院文化財調査研究スタッ
フ育成プログラムの開発」と題し、薬王寺所蔵の古文書 典籍の詳細な悉皆調査を行っている。　
演習授業での調査は、古文書、典籍、絵画、書跡、石造文化財など多岐
にわたった。 「絹本著色釈迦涅槃図 、 「紙本著色十王図」 、方丈・医王殿の佐藍川筆襖絵、幕末の三筆のひとり「貫名菘翁筆書額」 、湯浅桑月筆「月図額」 、山岡鉄舟筆書額、板東無我筆 書貼交屏風」 、慈雲筆書額、 「 画貼交屏風 高井松齢筆「山水図屏風」 、板東無我 大字書屏風」 石造十王像」 、 「へんろ道道標」など多くの文化財を世に紹介することができた。特に大師堂安置の 木造弘法大師坐像並びに木造真言七祖像」と「絹本著色星曼荼羅」が、平成二十七年に美波町指定文化財に指定された。仁王門安置の仁王像（平成十三年十二月指定）と境内の大クス（平成十三年十月指定）しかなかった町指定文化財に新たな作品 加えるこ ができた。また、 『薬王寺書画撰』をはじめ四冊の報告書が刊行され、さら 学生の発表や卒業論文が基礎となって史料紹介が紀要などで公刊 ている。
（
6）
薬王
寺、あるいは日和佐を題材 卒論に取り組んだ学生も五人（ 薬王寺を題材とした学生は三人 いる。
（
7）
　　　
二
　「薬王寺文書」調査概要
　
徳島県海部郡美波町河内に所在する薬王寺は、四国八十八ケ所霊場
二十三番札所として、また厄除け祈願の寺として知られている（写真
1） 。
現在は高野山真言宗、医王山無量寿院と号し、本尊は薬師如来である。日和佐の町並みを見下ろす高台に位置し、展望台から見る風景はまさに絶景といえる。 から見上げる薬王寺の伽藍も美しく、そのどっしりとした姿は住む人びとに安心感を与えており さにまちのシンボルといえる。　
このように、有名な信仰の寺院であり、観光地でもある薬王寺ではある
が、その歴史的解明 地域における位置づけはあまりなされてはいない。確かに数度にわたる火災などにより、多くのご宝物が失われているのは事実であるが、なんといっても「薬王寺さん」である、数多くのご宝物がまなお残されているこ は想像に難くなく、実際に仏画や典籍類が残されていた。また、少なからず古文書の存在を確認す こ ができた（ 「薬王寺文書」と呼称する） 。　「薬王寺文書」は、徳島県教育委員会の委託を受け、鳴門教育大学の町田哲氏の研究室が整理に たったが、四国大学 また授業の一環 調査を実施させていただいている。　その全貌は明らかにするまでには至っていないが、
　（
1）薬王寺の由緒がわかる史料、
　（
2）蜂須賀家と 関係
　（
3）末寺や末社に関する史料、
　（
4）薬王寺門前に関する史料、
　（
5）地域の歴史を知る手掛かりとなる史料、
　
などである。 （
1）については、徳島藩に提出した由来書や明治に入っ
て提出したものなどが数種類確認される。
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本稿では、 （
2）の蜂須賀家との関係がわかる史料のなかから、蜂須賀
家と祈祷・祈願・厄除けを中心に関係史料の紹介と考察をおこないたい。　　　
三
　
蜂須賀家と薬王寺
　
―
  厄除け祈願・誕生祝儀をめぐって
  ―
（
1）縁起に見る蜂須賀家と薬王寺の関係
　
薬王寺は、前述のように、四国八十八ケ所霊場二十三番札所であるとと
もに、 「厄除けの寺」として知られている。今日も厄除け祈願の参拝が後を絶たない。厄年は陰陽道で災難にあうという年のことで、男は二十五、 四十二、 六十歳、女は十九、 三十三歳 される。　
薬王寺は、厄除け祈願をはじめ蜂須賀家の崇敬が厚い寺院とされてきた
が、根拠となる史料は、いままであまり明らかにされていなかった この点について、調査中でもあることから一部では るが、少し史料を紹介しながら考察を加えてみたい。　
まず、 薬王寺の縁起に どのように書かれているかをみていきたい。 「蜂
須賀主殿様江差上扣」 とあることから蜂須賀家に提出されたと思わ る 「薬王寺来由記」によれば 蜂須賀家政が阿波国に入封すると、長宗我部氏の兵火により荒廃した伽藍修復や本尊供米領の寄進を行ったと記している。そして、家政が阿波国内を巡見した際に、薬王寺にも立ち寄り 阿波国守護細川氏の寄進状などを見て、 「国中第一之伽藍無比類由緒等逐一御感心被為在、 種々御弥歎之御詞御座候而、 御祈願寺ニ被仰付」とあるように 「国中第一之伽藍」と認め、蜂須賀家の祈願寺とした みえる。その後の記述のなかで、蜂須賀家 の関連をあげれば 家政 宥英上人との関係 御札守り 毎月差し上げ、至鎮・敬台院の祈願、義伝様（至鎮）御石碑の由来、歴代の再建・修復、光隆二十五歳厄除代参、歴代の厄除代参、薬王寺住職登城の席次の問題などについて記述されている。
（
8）
　
つぎに文書の紹介を兼ねながら、徳島藩二十五万七千石の太守蜂須賀家
と薬王寺の関係をその厄除け祈願を中心に考察してみたい。（
2）蜂須賀家政発給の文書の検討

　
原本ではなく写しではあるが、 蜂須賀家政発給の文書が数通確認できる。
①蜂須賀家政判物写（折紙）　　
當寺為堪忍分、以
　　
寺廻拾五石令附與訖、
　　
全可有所務之条、
　　
如件、
　　 　　　 　　
〇茂成御判
　　
慶長三年六月十二日
　
御名御判（朱書）
　　 　
海部郡日和佐
　　 　　
薬王寺
②蜂須賀家政判物写（折紙） （写真
2）
　　
日和佐村之内水谷山
　　
一ケ所薬王寺境
　　
可為免除之条如件、
　　 　　　　
〇茂成御判
　
慶長三年
　　
六月十二日
　
御名御印（朱書）
③蜂須賀家政判物写（折紙）　　
日和佐村之内水谷山
　　
一ケ所薬王寺境
　　
可為免除之条如件、
　　
慶長三年
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六月十二日
　
御名御印（朱書）

　　
茂成御判
　　
右之通先師宥英上人
　　
傳承扣置者也、
　　 　　　
宥雄
　　 　　
宥深寫之
　
①の「蜂須賀家政判物写」は、慶長三年（一五九八）六月十二日付で薬
王寺堪忍分として、 「寺廻十五石」を寄付したものである。②の「蜂須賀家政判物写」は、①と同じ慶長三年六月十二日付で日和佐村の内にある水谷山一ケ所を薬王寺境内 して免除する旨を伝えている。③の「蜂須賀家政判物写」は、②を宥雄上人が伝承し、さらに宥深上人が写したものである。①と②は、同年月日付の家政の判物写であり、セットで出されと考えてよいだろう。①と②の写は他にも残されており、また③の存在から、 薬王寺に って極めて重要な書類と認識されていたことが推測される。茂成は家政のことである。④蜂須賀家政判物写（折紙）　　　　
  以上
　　
薬王寺ゟ爰元
　　
為御見廻、飛脚給候ニ付、
　　
今程珍敷両種被入
　　
念贈給、畏入令
　　
満足候、其元無恙候
　　
由珍重候、當御地
　　
無別条候、我等事
　　
一段剛
て候、仕合無残
　　
所候、可心易候、猶御
（帰カ）
国
　　
刻可申 謹言、
　　 　
ほうあん
　　
七月十六日
　　
宗一○（黒印影）
　　 　
安津老
⑤蜂須賀家政判物写（折紙） （写真
3）
　　　　
以上
　　
薬王寺ゟ御使就被
　　
指登、遠路音信ニて
　　
鰹壱折到来、別而
　　
令祝着候、其元無
　　
条由珍重候、爰元相
　　
替義無之候、可心安候、
　　
猶帰宅刻可被得候、
　　 　
ほうあん
　　
七月廿八日
　
宗一○（黒印影）
　　
安津老
　
宛名の「安津老」は、薬王寺住職宥英上人の父権頭安心のことと考えら
れている。 「安津老」から「遠路」とあることから大坂にいると思われる家政に対して、④では酒樽が贈られ、⑤では鰹一折が贈られたことに対する礼状である。　
以上の四通の家政判物写は、初期蜂須賀家と薬王寺の関係を知る上で貴
重な史料である。
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（
3） 薬王寺宥深覚書の検討
　
次の史料は、徳島藩からの問い合わせに対して、徳島藩の海部郡代に宛
てた薬王寺宥深の回答書である。⑥薬王寺宥深覚書　　　　
覚
　　
太守様御二十五之御
　　
厄御祈祷可被
　　
仰附候哉之旨別紙
　　
ヲ以申上 、
　　
御先代様ゟ御二十五之
　　
厄御祈祷被
　　
仰附来候哉之委曲
　　
申上候様被
　
仰附奉
　　
畏、左
ニ
申上候、
　　
光隆様御二十五之御
　　
厄御祈祷被
　
仰
　　
附候跡書別紙之通
　　
ニ
御座候、
　　
宗英様御二十五之
　　
御厄御祈祷被
　　
仰附候趣年傳
ニ
而
　　
御座候得共筆記
　　
無御座、右御例之
　　
外、御二十五御厄御
　　
祈祷被
　
仰附候哉
　　
筆記申傳等茂無
　　
御座、難相分御座候、
　　
御尋
ニ
附、右之段
　　
申上候、以上、
　　　　　　
薬王寺
　　
宥深（花押）
　　
寅二月
　　
楠本官八様
　　
赤川三郎右衛門様
　　
原
　
與右衛門様
⑦薬王寺宥深覚書（写真
4）
　（包紙ウハ書）　  「太守様御厄御廿五
　　
御祈祷御窺扣
　　　　　　　　　　
薬王寺」
　　　　
覚
　　
太守様
　　
来年者御二十五之
　　
御厄歳ニ御當被遊候、
　　
御先例茂御座候ニ付、
　　
御祈祷仕御札守指上
　　
申度奉存候、
　　
御先代様
　　
御廿五之御厄御祈祷
　　
被為
　
仰附候、御先例茂
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御座候ニ付、當年御厄前
　　
之御儀ニ奉存候得者、前廣
　　
右之段書附を以奉窺候、已上、
　　 　　　　　
薬王寺
　　 　　
宥深（花押）
　　
寅二月十九日
　　
楠本官八様
　　
赤川三郎右衛門様
　　
原
　
與右衛門様
⑧薬王寺宥深覚判物（包紙ウハ書）　　
「回章」
　　
以廻状申入候、然者
　　
殿様御厄拂ニ付、御祈祷被
　　
仰付候、昨年之通、當月晦日
　　
大般若、翌朔日大法
　　
修行仕候、各處當月二十九日歟、
　　
亦者晦日早朔日ニ御来駕為仕上
　　
右為御案内如是御座 上、
　　
五月廿四日
　　 　　　
薬王寺
　　 　　
宥深（花押）
　　
打越寺
　　
観音寺
　　
弘法寺
　　　　
延命寺
　　
真福寺
　　
般若寺
　　
長圓寺
　　
荘厳寺
　　
圓通寺
　　
龍寶寺
　　
西川寺
　　 　　
最寄
　
⑥薬王寺宥深覚書は、 「太守様御二十五之御厄御祈祷」の先例について、
徳島藩から問い合わせがあり、薬王寺住職の宥深が回答したものである。詳細は不明だが、三代藩主蜂須賀光隆の文書は残っているとある。花押は据えられているものの、本判物が薬王寺に残されていること、本判物と同じ文面の判物が複数確認されていることから、 手元に控えとして残したか、藩へ提出するために推敲を重ねた案文かもしれない。　
⑦薬王寺宥深覚書は、徳島藩からの問い合わせに対して、先例に任せて
来年の「太守様御二十五之御厄御祈祷」に守札を進上したい旨、今年は前厄に当る旨を返答したものである。　
⑧薬王寺宥深覚判物は、殿様、すなわち徳島藩主の厄払の祈祷を命じら
れたことにより、大般若経勤行、大法修業など厄払祈祷の内容 日程 出勤の案内を回状によって通達したものである。回覧を見 薬王寺の末寺の寺院は合点を付けて次に回したものと思わ 、 最後は薬王寺に返ってきて、同寺に残されたものと推測される。（
4） 「薬王寺御札配り帳控」の検討
　「御本城
　
正五九寒気御札上之事横切之控」とあるが、ここでは、便宜
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上「薬王寺御札配り帳控」と称したい。　
本史料は、嘉永四年（一八五一）に薬王寺が徳島藩主蜂須賀家と城下の
家臣、小松島（小松島市）や撫養（鳴門市）の寺院や有力商人等に御札を配った際の記録である。
（
9）
　
次に史料の翻刻の前半の一部を掲載する。
⑨薬王寺御札配り帳控　（表題）　「御本城
　
正五九寒気御札上之事横切之控」
　　
（一丁目表）
　　
御本城
　　
正五九寒気
　　
御礼上之事
　　
横切之扣
　　
正五九寒気御礼上横切之扣、
　　
嘉永四年五月御役所ゟ御指圖ヲ以
　　
相改候扣、
　
已後可用之、
　　　　　　
覚
　　
（一丁目裏）
　　
当月後祈祷例毎之通、御礼守等
　　
奉指上候条、御添簡奉願上候
　　 　　　　　
以上
　　　　　
覚
　　
一
　
木御礼
　　　　　
壱枚
　　
一
　
紙御礼
　　　　　
壱枚
　　
御供物
　　
壱箱
　　
御洗米
　　 　
壱包
　　
御昆布
　　 　
壱包
　　　　
右者
　　
（二丁目表）
　　
太守様江
　　　　　
覚
　　
一
　
木御礼
　　　　　
壱枚
　　
一
　
紙御礼
　　
壱枚
　　
御供物
　　 　
壱箱
　　
御洗米
　　 　
壱包
　　
御昆布
　　 　
壱包
　　　　
右者
　　
若殿様へ
　　
右之通奉指上候、以上、
　　 　　
日和佐村
　　
月
　
日
　　　
薬王寺
一二〇
古文書が語る厄除けの寺・日和佐薬王寺
  ―
  祈願・祈祷・厄除、蜂須賀家との関係を中心に
  ―
　　
（二丁目裏）
　　
右之通之横切、前日
ニ
御役所江
　　
差出、御郡代之御添簡申請置、
　　
并御札薹二
ツ
・供物箱二
ツ
・御
　　
供物御両方分用意致シ置事、
　　
御札薹・供物箱ハ新シ町一丁目
　　
御檜物屋幸三良方
ニ
出来、
　　
御供物者、籠屋町山崎屋津音方
　　
ニ
而調来ル事、御壱万分丸餅
　　
十二也、此も前日
ニ
加持
シテ
箱ニ
　　
入置事、
　　
御礼上之 ハ朔日・十五日・廿八日之
　　
御式日
ニ
差上
ル也
、但
シ
大都十五日
ニ
　　
（三丁目表）
　　
差上来
ル
、御奏者出勤日
ハ
近年
　　
二七四九
ニ
相成也、
　　
登城之事、朝六
ツ
時ゟ五
ツ
半時
　　
頃迄之内宜
シ
、但
シ
御留主之年
ハ
、
　　
早
キ
方宜
シ
、小玄關ゟ上
リ
、制
　　
礼之御間
か
柳之御間
ニ而
相扣、
　　
添簡
ヲ
番頭
ニ
相渡
シ
候得共、番頭
　　
ゟ御奏者江相渡ス、院主直参之
　　
時
ハ
、御奏者柳之御間迄受取
ニ
来
ル
、
　　
代傳之付ハ、御房主受取
ニ
来
ル
也、
　　
右都柳之御間
ニ
而差上
テ
宜シ、
（三丁目裏）　　
正五九寒気共、賀島
江
御礼
　　
上
ル
事、三好杦原大札壱枚・
　　
御洗米壱包・御昆布壱包、
　　
已上三品也、
　　
御薹所口ゟ上
リ
、詰番
ヘ
　　
相渡
ス
事、御初尾
ハ
正月
ニ
　　
而已四匁差出候、
　　　　　
御家中年頭
　　　　　　　
徳島
　　　
（四丁目表）
　　 　　
本町左側
　　
一
　
御札
　
　　
扇子箱
　　　
蜂須賀駿河殿
　　
青苔七
　　 　
大玄關ニ而奏者衆へ相渡、
　　　　　　　
本町右側
　　
一
　
御札
　　　　　　
登
り
　　
扇子箱
　　　
池田大隅殿
　　
青苔七
　　 　
大玄關ニ而奏者衆へ渡、
　　　　　
御対顔之儀、天保四年ゟ
古文書が語る厄除けの寺・日和佐薬王寺
  ―
  祈願・祈祷・厄除、蜂須賀家との関係を中心に
  ―
一二一
　　　　　
正月十五日之出、不出之儀、
　　
岸惣作殿
へ
申入置事、
　　　
（四丁目裏）
　　 　　　
同御長家
　　 　　
池田御用人
　　
一
　
御札
　　
ひじき
　　　
岸惣作殿
　　　 　　　　
同御長家
　　
一
　
御札
　　
ひじき
　　　
桜井清次良殿
　　　　　　　
同御長家
　　
一
　
御札
　　
ひじき
　　　
嶋村只右衛門殿
　　　
（五丁目表）
　　 　　　
同御長家
　　
一
　
御札
　　
ひじき
　　　
小出庄五郎殿
　　
（下略）
　
藩主と若殿様に対する配り物とその際の作法が記されており、儀礼が重
視された江戸時代の武家社会を知る上で興味深い。要点を記せば以下の通りである。
・事前に申し出て、郡代の添え状が要ること。・その際、御札台二つ・供物 箱二つ用意すること。供物は前日に加持祈
祷をすること。
・御札は一日、十五日、二十八日の式日に差し出すこと。最近は大体十五
日である。
・登城は六つ時から五つ半時までがよいが、藩主が在城ではない きは早
目がよい。
・小玄関から上がり制札の間か柳の間で控えること。・添え状は番頭に渡し、番頭から御奏者に渡す。院主が直々 登城した際
には御奏者が柳の間ま 取りに来る。　「御家中年頭」として、徳島、寺島、住吉島、常三島、大岡、前川、出来島、富田、御弓町、幟町、大道、佐古、安宅、助任の家臣の名前と配り物が記されている。興味深 のは屋敷の場所が詳細に記され、家紋が書かれている。蜂須賀駿河や稲田九郎兵衛など重臣層の名が並ぶ。小松島とつづき、最後 配り物の総数が記されている。　次に「小松島年頭」として、地蔵寺などの寺院、寺沢六右衛門や島野
屋茂右衛門らの豪商、ついで「撫養年頭」として真福寺などの寺院、近藤利兵衛ら豪商の名前と配り物が記されている。それぞれ末には、小松島、撫養での配り物 総数が記されている。
（
5）嫡男誕生祝儀
　
つぎに、徳島藩主蜂須賀家の男子誕生に関する薬王寺とのやり りにつ
いてみてみたい。⑩蜂須賀飛騨守書状写　（包紙）　　
「綱通様御誕生御悦申上ル御返翰写
一二二
古文書が語る厄除けの寺・日和佐薬王寺
  ―
  祈願・祈祷・厄除、蜂須賀家との関係を中心に
  ―
　　
  御本書泉福寺有リ」
　　
為徳慶速水惣左衛門
　　
かた迠飛札并扇子
　　
到来幾久令納
　　
受候、如芳意阿州
　　
御内御平産、殊男
　　
子誕生我等大悦不
　　
過之候、猶期後喜
　　
之時候、恐惶謹言、
　　 　　
蜂飛騨守
　　
三月廿五日
　　
名乗書判
　　 　
薬王寺
　　 　
泉福寺
⑪長谷川主計頭書状写　　
千松様御誕生為
　　
御悦以飛札 祈祷之
　　
御札并扇子一箱致
　　
披露候之處、御満足
　　
思食候、此旨我々方ゟ
　　
相心得可申入旨
　　
御意候、恐々謹言、
　　 　　
長谷川主計
　　
三月廿七日
　
名乗書判
　　
薬王寺
　　
泉福寺
⑩の蜂須賀飛騨守書状写は、包紙の記述から、 「綱通様御誕生」に関わる史料であることがわかる。⑪の長谷川主計頭書状写は、 「千松様御誕生」に関するもので、 千松丸は蜂須賀家嫡男に付けられる幼名であることから、綱通のことと推定される。 「千松様御誕生」 に対して薬王寺から贈られた 「御祈祷之御札并扇子一箱」を藩主に披露したところ、藩主が大いに満足した旨が伝えられている。⑩と⑪はセットとなり得る史料と考える。　
以上見てきたように、厄除けの寺として、徳島藩主蜂須賀家の除厄を行
うとともに、誕生祈祷、年頭祈祷なども行ってい ことがわかった。　　　
四
　
蜂須賀家と薬王寺再興
　
―
  棟札の紹介を中心に
  ―
　
薬王寺は数度の火災にあっ おり、特 明治三十一年（一八九八）の大
火により多くの伽藍を失っている。その後の復興により、現在の立派な伽藍を見るに至っている。江戸時代の建造物としては、大師堂 地蔵堂のみが残されている。　
しかし、 「薬王寺文書」のなかには、新しい表紙が付けられ、 「歴代棟札
写」と表題を記した冊物が一冊残されている。冒頭部分を翻刻する 以下の通りである。⑫本堂棟札写（写真
5）
　　　　　
本堂
　　
表
　　
奉再造立五間四間薬師堂
　　　　
一宇
　　 　　
大檀那阿淡両刕太守源朝臣従四位光隆公
　　　
裏
　　　　
干時寛文三癸卯暦正月十二日
　
大工
　
弥次左衛門
　　
　　 　　　 　　　　 　　
細工
　
高野善兵衛
古文書が語る厄除けの寺・日和佐薬王寺
  ―
  祈願・祈祷・厄除、蜂須賀家との関係を中心に
  ―
一二三
　　　　　　　
願主法印権大僧都宥秀
　　
惣肝煎
　
濱幾右衛門
　　 　　　　　　　　　　　　　　
同五郎右衛門
　　
（下略）
　
本史料は、薬師堂（本堂）の棟札銘文の写で、寛文三年（一六六三）正
月十二日建立、大檀那は徳島藩三代藩主蜂須賀光隆であることがわかる。現在の薬師堂（本堂）は、明治三十一年（一八九八）の大火により焼失、明治三十六年（一九〇三）に再建されている。本堂棟札写には、ほかにも多くの棟札銘文三十程が収載されている。しかし、虫損が多く解読は極めて困難である（写真
6） 。この点は今後の課題としたい。
　　　
おわりに
　
以上、厄除け、誕生、年頭などの祈祷・祈願を中心に蜂須賀家と薬王寺
の関係について、史料に基づき紹介したが、調査は端緒につ たばかりである。　
今後は学生たちと調査を進め、目録の作成・刊行、主要史料の紹介を行
い、広く多くの方々の利用に供する環境を整えていきたい。　
札所寺院の実態を明らかにすることは、四国遍路研究の進展、さらには
徳島を含む四国の地域史を明らかにすることになると考える。〔註〕（
1）浅川泰宏氏『巡礼の文化人類学的研究
 ―
 四国遍路の接待文化
 ―』
（古
今書院
　
二〇〇八年三月） 、星野英紀・浅川泰宏氏『四国遍路
 ―
 さまざ
まな巡礼の世界
 ―』
（
吉
川
弘
文
館
　
二
〇
一
一
年
三
月
）、
真
鍋
俊
照
氏『
四
国遍路を考える』 （日本放送協会
　
二〇一〇年三月） 、武田和昭氏『四国
辺路の形成過程』 （岩田書院
　
二〇一二年一月） 、武田和昭氏『四国へん
ろの歴史
　
四国辺路から四国遍路へ』 （美巧社
　
二〇一六年一一月） 、柴
谷宗叔氏『四国遍路
　
こころの旅路』 （慶友社
　
二〇一七年四月） 、辰濃
和男氏『四国遍路』 （岩波書店
　
二〇〇一年四月） 、森正人氏『四国遍路
と近現代』 （創元社
　
二〇〇五年九月） 、森正人氏『四国遍
路
 ―
 八十八ヶ所巡礼の歴史と文化
 ―』
（
中
央
公
論
新
社
　
二
〇
一
四
年
一二月） 、五来重氏『四国遍路の寺』上・下巻（角川書店
　
二〇〇九年
二月）など。
（
2）町田哲氏は「五番札所地蔵寺と四国遍路
 ―
 札所寺院の文化財基礎調
査から見えたこと
 ―」
（
鳴
門
教
育
大
学
戦
略
的
研
究
開
発
室
編『
遍
路
文
化
を
活かした地域人間力の育成』
　
鳴門教育大学
　
二〇一〇年）で、 「従来四
国遍路研究では、個々の霊場寺院の歴史的検討がそれほど進んでいなかったため、課題が多く残されていた」と述べている。
（
3） 近年の徳島県の研究成果として『 「四国八十八箇所霊場と遍路道」調
査報告書
3　
舎心山常住院太龍寺
　「四国八十八箇所霊場第
21番札所』
（徳島県・徳島県教育委員会
　
二○一三年） 、 『 「四国八十八箇所霊場と遍
路道」調査報告書
5　
霊鷲山宝珠院
　
鶴林寺
　「四国八十八箇所霊場第
20番札所』 （徳島県・徳島県教育委員会
　
二○一四年） 、 『 「四国八十八箇
所霊場と遍路道」調査報告書
6　
母養山宝樹院
　
恩山寺
　「四国八十八
箇所霊場
18番札所』 （徳島県教育委員会
　
二○一五年） 、 『 「四国八十八箇
所霊場と遍路道」調査報告書
7　
黒巌山遍照院
　
大日寺
　「四国八十八
箇所霊場
4番札所』 （徳島県・徳島県教育委員会
　
二○一六年）がある。
ほかに、町田哲氏前掲註（
1）論文、町田哲氏「五番札所地蔵寺と四国
遍路
 ―
 札所寺院五番札所地蔵寺を事例として
 ―」
（
徳
島
県
立
博
物
館
編
『空海の足音
　
四国へんろ展〔徳島編〕 』四国へんろ展徳島実行委員会
　
二〇一四年） 、松永友和氏「四国遍 札所寺院の本末論争関係資料について
 ―
 雲辺寺所蔵文書の紹介と翻刻
 ―」
（『
徳
島
県
立
博
物
館
研
究
報
告
』
第二六集
　
徳島県立博物館
　
二〇一六年三月） 、同氏「四国遍路札所寺
一二四
古文書が語る厄除けの寺・日和佐薬王寺
  ―
  祈願・祈祷・厄除、蜂須賀家との関係を中心に
  ―
院と徳島藩・江戸幕府
 ―
 元禄期の本末論争を通して
 ―」
（『
四
国
遍
路
と
世界の巡礼』第二号
　
愛媛大学附属四国遍路・世界の巡礼研究センター
　
二〇一七年三月）などがある。また、愛媛大学附属四国遍路・世界の巡礼研究センターの研究や主催事業、四国霊場開創一二〇〇年を記念して四国四県で開催された「空海の足音
　
四国へんろ展」における資料調査
の進展も評価 きる。
 （
4） 日和佐町史編纂委員会編 『日和佐町史』 （日和佐町
　
一九八四年三月） 、
平凡社地方資料センター編『日本歴史地名大系
37　
徳島県の地名』 （平
凡社
　
二〇〇〇年二月） 、 「角川日本地名大辞典」編集委員会編『角川日
本地名大辞典
36　
徳島県』 （角川書店
　
一九八六年一二月） 。
（
5）いままでの調査の概要は、平成
24年度薬王寺、平成
25年度薬王寺、
平成
26年度薬王寺・弘法寺（法印さん） 、平成
27年度薬王寺・美波町立
日和佐図書館・資料館、平成
28年度谷屋、平成
29年度薬王寺である。平
成
28年度は、美波町からの要請により、廻船問屋として栄えた「谷屋さ
ん」の調査をおこなった。
（
6）須藤茂樹監修『平成二四年度「地域がキャンパス」推進事業
　
薬王
寺文化財調査報告書
　
ふるさと再発見
 ―
 薬王寺の書画撰
 ―』
（「
地
域
が
キャンパス」推進協議会
　
二○一三年三月） 、須藤茂樹監修『平成
26年
度「地域がキャンパス」推進事業
　
薬王寺文化財調査報告書
　
―
 薬
王
寺境内案内
 ―
 石造文化財の魅力
 ―』
（「
地
域
が
キ
ャ
ン
パ
ス
」
推
進
協
議
会
　
二○一五年三月） 、笠井藍水著『薬王寺誌』 （地域がキャンパス推進協議会
　
二〇一六年三月） 、須藤茂樹・林愛華・細川葵「古文書から見た薬
王寺の諸相一
 ―
 御札を配る「薬王寺御札配り帳控」の紹介
 ―」
（『
四
国
大学研究紀要
　
人文・社会科学編』四三号
　
四国大学
　
二〇一四年一二
月） 、須藤茂樹・受講生「古文書から見た薬王寺の諸相二
　
明治時代の
薬王寺
 ―「薬王寺概要」の紹介
 ―」
（『
言
語
文
化
』
一
二
号
　
四
国
大
学
附
属言語文化研究所
　
二〇一四年一二月） 、須藤茂樹・磯崎進之介・名倉稔・
南條賢志「史料紹介
　「薬王寺来由記」 」 （ 『四国大学研究紀要
　
人文社会
科学編』第四七号
　
四国大学
　
二〇一六年一二月） 、漆原晴香『薬王寺
所蔵書籍の研究
 ―
 板東無我の書と貼り交ぜ屏風の解読を中心に
 ―』
（四
国大学
　
二〇一六年三月） 。
（
7）平成二十八年度まででは、薬王寺の由来書や縁起、薬王寺所蔵の書作品、特に貼交屏風の検討、資料館所蔵の木偶頭と赤松地区の人形浄瑠璃芝居、に関する卒論が提出されている。平成二十九年度の卒業論文としては、薬王寺文書を題材とする学生、谷屋文書に取り組む学生がいる。
（
8） 須藤茂樹・磯崎進之介・名倉稔・南條賢志「史料紹介
　「薬王寺来由
記」 」 （ 『四国大学研究紀要
　
人文社会科学編』第四七号
　
四国大学
　
二〇一六年一二月） 。
（
9） 須藤茂樹・林愛華・細川葵「古文書から見た薬王寺の諸相一
 ―
 御
札
を配る「薬王寺御札配り帳控」の紹介
 ―」
（『四国大学研究紀要
　
人文・
社会科学編』四三号
　
四国大学
　
二〇一四年一二月） 。
〔付記〕　
本稿は、地方史研究協議会第回大会（徳島 における問題提起に寄稿し
た拙稿「古文書が語る厄除けの寺・日和佐薬王寺
 ―
 四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
研究の一視点
 ―」
（『
地
方
史
研
究
』
三
八
八
号
　
地
方
史
研
究
協
議
会
　
二〇一七年一〇月）をベースに大幅改稿したものである。〔追記〕　
本稿を成すにあたって、今川泰伸ご住職 はじめ の方々に 大変
お世話になった。深甚の謝意を表する次第である。
（四国大学文学部日本文学科
　
日本文化史・博物館学研究室）
古文書が語る厄除けの寺・日和佐薬王寺
  ―
  祈願・祈祷・厄除、蜂須賀家との関係を中心に
  ―
一二五
写真 1　薬王寺　本堂写真 2　蜂須賀家政判物写（折紙）
写真 3　蜂須賀家政判物写（折紙）写真 4　薬王寺宥深覚判物
写真 5　本堂棟札写写真 6　本堂棟札写
